
・損益状況につきましては、貸出金利息などの資金運用収益や国

債等債券売却益等の減少を主因に、経常収益は前年同期比5億

65百万円減少の69億22百万円となりました。経費や与信関連

費用を中心に経常費用も減少しましたが、経常収益の減少が上

回り、経常利益は前年同期比1億72百万円減少の11億64百万

円となりました。なお、中間純利益につきましては、前年計上

した減損損失の反動減により、同20百万円増加の7億49百万

円となり、中間純利益として5年ぶりの増益となりました。

・預金残高につきましては、法人預金が順調に増加したものの、

公金預金が減少したことを主因に、前年同期比71億25百万円

減少の9,203億12百万円となりました。

・貸出金残高につきましては、中小企業向け貸出や個人向け貸

出が順調に増加したことから、前年同期比63億98百万円増加

の7,821億53百万円となりました。

■業績の概況（単体）

■主要な経営指標等の推移

回　次 第154期中間 第155期中間 第156期中間 第154期 第155期

決算年月 2017年9月 2018年9月 2019年9月 2018年3月 2019年3月

経常収益 百万円 7,688 7,487 6,922 15,046 13,885

経常利益 百万円 1,304 1,336 1,164 1,832 1,599

中間純利益 百万円 886 729 749 － －

当期純利益 百万円 － － － 1,094 938

資本金 百万円 9,061 9,061 9,061 9,061 9,061

発行済株式総数 千株 9,619 9,619 9,619 9,619 9,619

純資産額 百万円 47,919 47,640 47,870 47,555 47,328

総資産額 百万円 990,600 999,597 991,186 1,009,485 1,016,768

預金残高 百万円 915,209 927,437 920,312 936,789 948,793

貸出金残高 百万円 746,171 775,755 782,153 763,116 774,819

有価証券残高 百万円 152,894 131,743 114,467 144,473 121,235

1株当たり配当額 円 30.00 30.00 25.00 60.00 60.00

自己資本比率 ％ 4.8 4.7 4.8 4.7 4.6

単体自己資本比率（国内基準） ％ 9.76 9.48 8.27 9.40 8.37

従業員数
人

712 720 698 683 696

（外、平均臨時従業員数） （234） （219） （200） （233） （215）

（注）1.消費税および地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。
　　2.自己資本比率は、（中間）期末純資産の部合計を（中間）期末資産の部の合計で除して算出しております。
　　3.単体自己資本比率は、銀行法第14条の2の規定に基づく2006年金融庁告示第19号に定められた算式に基づき算出しております。

当行は国内基準を採用しております。
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